
「空飛ぶクルマ実装プロジェクト」概要

空飛ぶクルマ実装プロジェクト

2025年度〜2027年度
Ⅰ期（官民共同事業）

2028年度〜2029年度
Ⅱ期（都支援）事業評価

2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 2030年度〜

一部市街地での実装
（商用運航の開始）

市街地への展開
（商用運航の広がり）プレ社会実装

• 本格的な社会実装を念頭に、飛行可能な経路により実際の
VP(離着陸場）を整備した上でTC取得機体を用いたプレ
社会実装を推進

• AOC取得事業者による商用運航
（限定的な運航頻度等を想定）
一部市街地で開始

• 商用運航が拡大
（一定高頻度の運航等）

＋
• 新たなユースケース・運航ルート／VP
ネットワークの整備に係る取組が推進

・ プロジェクトⅠ期は、事業者と都が連携した官民共同事業により、商用運航の実現を目指す
・ プロジェクトⅡ期は、事業者による商用運航等が開始されていることを想定し、都はその拡大に向けた支援を実施
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